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お待ちしています!! 西宮市政報告「かんの新聞」は年間4回、発行し、南甲子園地区（市
立南甲子園小学校の校区など）と周辺地域を中心に各戸配布し、西宮市内に配

達する産経新聞朝刊に折り込みとして入れます。それ以外の方、ビラ配布禁止の集
合住宅にお住まいの方、確実に入手したい方には定期的に送付します。下記●印の
必要事項を記載いただき、お申し込みください。市政へのご意見、ご要望や「かんの新
聞」のご感想もお書きいただければ、うれしいです。「かんの新聞」のバックナンバーを
ご希望の方もご連絡ください。

西宮市政についての疑問や意見をぜひお聞かせ
ください。かんの雅一が問題を丹念に取材したうえ、
わかりやすく説明します。
地元の集まりや趣味の会合などで
市政の現状について聴きたい
場合もご連絡ください。かんのが
出向いて市政報告をします。
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次号は令和7年2月の発行予定です
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書かない窓口とは何?

市
は
９
月
、家
畜
の
解
体
処
理
な
ど
を

行
う
西
宮
市
食
肉
セ
ン
タ
ー（
西
宮
浜
）

に
つ
い
て
、令
和
11
年
度
以
降
は
公
設
で

の
継
続
を
断
念
す
る
方
針
を
決
め
ま
し

た
。処
理
頭
数
の
減
少
に
伴
う
使
用
料
収

入
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
が
要

因
で
、民
営
化
に
よ
り
施
設
の
継
続
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
大
正
６
年
、武
庫
郡

芝
村
の
村
営
食
肉
処
理
場
と
し
て
開
設
。

昭
和
８
年
の
合
併
で
西
宮
市
営
と
な
り
、

昭
和
63
年
に
現
在
の
西
宮
浜
に
移
転・整

備
さ
れ
ま
し
た
。

約
９
５
４
８
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に

鉄
骨
３
階
建
て
延
べ
約
６
４
２
４
平
方

メ
ー
ト
ル
の
施
設
が
あ
り
、食
肉
地
方
卸

売
市
場
を
併
設
し
て
い
ま
す
。１
日
当
た

り
ウ
シ
60
頭
と
ブ
タ
２
５
０
頭
を
処
理
で

き
ま
す
。

処
理
頭
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、令

和
５
年
度
は
ウ
シ
６
７
３
５
頭
、ブ
タ
２

万
９
２
５
７
頭
と
、い
ず
れ
も
５
年
間
で

約
３
割
も
減
り
ま
し
た
。管
理
運
営
費
な

ど
の
支
出
が
施
設
の
使
用
料
等
収
入
を

上
回
る
赤
字
が
続
い
て
お
り
、市
が
令
和

５
年
度
に
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
し
た
金

額
は
約
２
億
１
８
０
０
万
円
。

施
設
は
老
朽
化
し
て
お
り
、市
は
令
和

11
年
度
以
降
、設
備
の
更
新
に
必
要
な
金

額
を
12
億
４
６
０
０
万
円
と
試
算
。市
の

厳
し
い
財
政
か
ら
、こ
れ
ら
の
費
用
を
ね

ん
出
す
る
の
は
難
し
い
と
判
断
。令
和
11

年
度
以
降
、公
設
と
し
て
維
持
で
き
な
い

と
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、市
は
施
設
の
閉
鎖
は
経

済
波
及
効
果
や
雇
用
問
題
な
ど
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、民
営
化
に
よ
る
施

設
の
継
続
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

施
設
を
利
用
す
る
食
肉
事
業
者
で
つ
く
る

西
宮
食
肉
事
業
協
同
組
合
と
民
営
化
に

向
け
た
協
議
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
９
月
４
日
、市
議
会
９
月
定
例
会
で

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
❶
災
害
対

策
に
つ
い
て
❷
改
良
住
宅
の
住
み
替
え
事
業

に
つ
い
て
―
の
２
項
目
。災
害
対
策
に
つ
い
て

は
、新
川・
東
川
統
合
排
水
機
場
に
つ
い
て
と

浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て
の
２
点
を

質
問
し
ま
し
た
。市
幹
部
が
答
弁
し

ま
し
た
。＝
２
面
に
関
連
記
事

兵
庫
県
は
今
津
港
の
新
し
い
新
川

水
門
の
隣
に
整
備
す
る
新
川・東
川
統

合
排
水
機
場
の
完
成
時
期
を
当
初
予

定
の
令
和
８
年
度
か
ら
７
年
間
延
期

し
、15
年
度
と
す
る
方
針
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る

整
備
費
の
増
大
な
ど
が
原
因
で
、臨
海

部
の
高
潮
対
策
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は「
県
が
統
合
排
水

機
場
の
完
成
の
大
幅
延

期
を
決
め
た
理
由
に
つ
い

て
疑
問
を
も
ち
、高
潮
か

ら
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
態
が
長
く
続
く
こ
と

に
強
い
危
機
感
を
も
つ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、「
人
件

費
や
資
材
価
格
の
高
騰

は
今
後
も
長
く
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

工
期
を
延
伸
す
れ
ば
、さ

ら
に
事
業
費
が
膨
ら
み
、

令
和
15
年
度
の
完
成
さ

え
危
う
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
」と
指
摘
。「
県
に

事
業
全
体
の
早
期
完
了
を
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、市
民
に
対
し
て
完
成
の
大
幅
延
期
に
い

た
っ
た
経
緯
を
広
く
周
知
す
べ
き
だ
」と
訴
え

ま
し
た
。

市
は
統
合
排
水
機
場
の
完
成
の
大
幅
延
期

に
つ
い
て「
昨
今
の
社
会
情
勢
上
、や
む
を
得

な
い
面
も
あ
る
が
、市
と
し
て
は
、着
実
な
整

備
の
実
施
と
早
期
完
成
を
改
め
て
県
に
対
し

て
求
め
る
」と
答
弁
。「
県
は
８
月
に
地
元
団

体
等
に
対
し
て
詳
細
な
説
明
を
実
施
済
み
で
、

市
と
し
て
も
引
き
続
き
、

地
元
団
体
や
関
係
機
関
等

と
の
調
整
を
行
い
、円
滑
に

事
業
が
進
捗
す
る
よ
う
努

め
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

私
は
浸
水
想
定
区
域

に
つ
い
て「
市
は
新
し
い
新

川
水
門
を
は
じ
め
、県
の

津
波
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備

計
画
が
完
了
す
れ
ば
、市

内
の
津
波
浸
水
想
定
区

域（
防
潮
堤
内
）が
８
４
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
１
６
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
約
81
％
縮

減
さ
れ
る
と
広
報
し
て
き

た
」と
説
明
。「
こ
の
計
画

が
令
和
５
年
度
に
完
了
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、想

定
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
公
表
し
て
お
ら

ず
、市
民
に
誤
解
や
戸
惑
い
を
与
え
か
ね

な
い
。わ
か
り
や
す
い
広
報
が
必
要
で
は
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

市
は「
県
の
津
波
浸
水
想
定
の
縮
減
見

込
み
図
と
市
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
、市
民
に
誤
解
を
与

え
な
い
よ
う
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

政
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
、丁
寧
な
説
明
を

心
が
け
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

本名：菅野雅一（かんの・まさかず）

昭和33年（1958年）、神戸市生まれ。上智
大学文学部新聞学科卒業。昭和60年に産
経新聞社に入社。平成27年1月に退社し、
同年4月の市議選に初当選。令和5年4月
の市議選で3選。保守系で政党無所属。
「会派・ぜんしん」メンバー。南甲子園自治
会会長。社会福祉法人真砂ちどり保育園
理事長。NPO法人海浜の自然環境を守る
会副理事長。防災士。保育士。

市役所の窓口においてマイナンバーカードや運転免許証などの本人確認書
類を利用して、申請書などに住所・氏名・生年月日を印字し、本人の記入箇所
を最小限にする行政サービス。国が導入を進めており、西宮市も検討してい
ます。市民が窓口で何度も同じ内容を記載する手間がなくなるなどのサービ
ス向上をはじめ、デジタル技術の導入による職員の業務効率化などが目的。
市民が自分で機器のタッチパネルを操作し、申請書を作成する方式や窓口で
職員が聞き取りながら一緒に申請書を作成する方式などがあります。

西
宮
市
食
肉
セ
ン
タ
ー

■
一
般
質
問
を
す
る
か
ん
の
＝
9
月
4
日

令
和
１１
年
度
以
降

市
が
方
針
を
決
定

民
営
化
を
検
討

公
設
で
の
継
続
を
断
念

■西宮市食肉センター＝西宮浜

■新川・東川統合排水機場の完成予想図。左は新しい新川水門。北東側から望む（兵庫県提供）

新川・東川統合排水機場
県に早期完成を働きかけよ

津波浸水想定区域の説明
市民に誤解を与える恐れを指摘

９月定例会で
一般質問
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兵
庫
県
は
令
和
15
年
度
完
成
予
定
の

新
川・東
川
統
合
排
水
機
場
の
整
備
事
業

に
お
い
て
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。こ

の
事
業
に
よ
っ
て
今
津
浜
が
消
滅
す
る
こ

と
か
ら
、「
今
津
浜
に
自
生
す
る
海
浜
植

物
な
ど
の
環
境
を
守
っ
て
ほ
し
い
」と
の

環
境
団
体
や
市
民
か
ら
の
要
望
に
応
え

ま
し
た
。

計
画
で
は
、今
津
浜
に
自
生
す
る
ハ
マ

エ
ン
ド
ウ
や
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
の
海
浜

植
物
が
統
合
排
水
機
場
の
整
備
事
業
の

完
了
後
も
繁
殖
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
目
的
。整
備
事
業
に
伴
っ
て
解
体

す
る
防
潮
堤
の
跡
地
な
ど
に
今
津
浜
の
砂

を
使
っ
た
人
工
の
砂
地
を
設
置
し
ま
す
。

今
津
浜
は
統
合
排
水
機
場
の
整
備
事

業
で
統
合
排
水
機
場
へ
の
流
入
水
路
な

ど
に
な
る
た
め
、消
滅
し
ま
す
。こ
の
た

め
、県
は
掘
り
起
こ
し
た
今
津
浜
の
砂
を

い
っ
た
ん
、仮
置
き
場
に
保
管
。解
体
さ
れ

た
防
潮
堤
の
跡
地
で
流
入
水
路
の
北
側

に
そ
の
砂
を
使
っ
て
幅
約
３
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
人
工
の
砂
地

を
設
置
。そ
こ
に
海
浜
植
物
を
移
植
す
る

計
画
で
す
。

ま
た
、統
合
排
水
機
場
の
海
側
に
は
、

自
然
石
を
積
み
上
げ
て
海
辺
の
生
き
物

が
石
の
隙
間
で
生
息
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
し
て
い
ま
す
。

西
宮
自
然
保
護
協
会
の
大
谷
洋
子
事

務
局
長
は「
新
設
さ
れ
る
人
工
の
砂
地
は

海
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、海
浜
植
物
は

繁
殖
で
き
る
で
し
ょ
う
。今
津
浜
の
消
滅

は
残
念
で
す
が
、県
は
可
能
な
範
囲
で
前

向
き
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　市は１１月１日から、窓口の受付時間について従来の午
前９時から午後５時半までを午前９時から午後５時までに
変更し、３０分間短縮する「１７時閉庁」を始めました。受付
時間の短縮で職員の働き方改革や人件費の削減につながる
ことが期待できるとしています。
１７時閉庁になった窓口は市役所本庁舎の市民課をはじ

め、本庁舎や支所などの１４８の課と施設。来庁せずにできる
手続きの推進に向けた取り組みによって、行政手続きについ
ての市民の利便性が向上していることから、受付時間を短縮
しても市民生活への悪影響が少ないと判断。本市における窓
口対応の実態や他市の動向なども参考にしたとしています。
具体的には、市は令和３年度から「にしのみやスマート申

請」を導入し、手続きのオンライン化を進めています。現在、
保育所等利用申込書兼支給認定申請書や妊娠の届出、高齢
者バス運賃助成割引購入証の交付申請などの約２９０件の
行政手続きをスマートフォンなどでできます。市は今後も申
請件数の多い手続きを重点的にオンライン化する方針。
マイナンバーカードを利用することで、コンビニエンススト

アで住民票の写しをはじめとする各種証明書を取得できる
コンビニ交付サービス等の利用件数はマイナンバーカード
の交付率の上昇に伴って増加。令和５年度末時点で対象と

なる各種証明書の交付件数全体の
約３６％に達しています。
行政手続きでは、申請の際、証明

書の添付を求められるケースが多
くあります。例えば、白水峡合葬式
墓地の申し込みでは現在、住民票の写しが必要です。市はこ
れらのケースについて本人の承諾のうえ、証明書で得られる
データを庁内の情報連携によって入手し、証明書の添付を
省略する取り組みを進めています。
職員の勤務時間の終了は午後５時半。これまでは受付の

終了時刻と同じだったため、受付終了間際に来庁した市民へ
の対応や窓口業務の残務処理などのため、窓口職場の職員
にとって超過勤務が常態化していました。市は１７時閉庁に
よってこうした状況を改善することができ、残業手当の削減
などが期待できるとしています。
市が窓口来庁者の多い本庁舎１階の市民部の受付発券

機の発券数を分析すると、午後５時以降の発券数が全体の
わずか約２％だったことが判明しました。１７時閉庁につい
ては、川西市が実施しているのをはじめ、芦屋市も９月から
実施。他の近隣市も実施に向けて検討していることから、本
市も実施に踏み切ったとしています。

県
が
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

新
川
・
東
川
統
合
排
水
機
場
の
整
備
事
業

ふじ おかけん いち

１７時閉庁を開始

特
別
の
教
育
課
程
を
編
成

不
登
校
対
策

学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
を
検
討
へ

市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ

れ
た
令
和
５
年
度
決
算
の
普
通
会

計（
一
般
会
計
と
公
共
用
地
買
収
事

業
、母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

事
業
の
各
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

会
計
）の
実
質
単
年
度
収
支
は
約
38

億
８
千
万
円
の
大
幅
赤
字
で
し
た
。

多
額
の
基
金
を
取
り
崩
す

市
は
こ
の
収
支
不
足
を
補
う
た

め
、財
政
基
金
か
ら
41
億
円
を
取
り

崩
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、５
年
度

末
の
財
政
基
金
と
減
債
基
金
の
合
計

額
は
２
０
３
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

市
は
今
年
２
月
に
発
表
し
た「
財

政
構
造
改
善
基
本
方
針
に
基
づ
く

取
組
の
大
枠
に
つ
い
て
」で
、市
の
深

刻
な
赤
字
体
質
に
つ
い
て「
こ
の
状

況
を
続
け
る
と
、数
年
後
に
は
基
金

が
底
を
つ
き
、予
算
編
成
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
る
」と
強
い
危
機
感
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

市
は
11
月
に「
財
政
構
造
改
善

実
施
計
画（
素
案
）」を
作
成
。令
和

７
年
２
月
に
計
画
内
容
を
完
成
さ

せ
、「
単
年
度
で
40
億
円
以
上
の
収

支
改
善
を
図
り
、令
和
11
年
度
か

ら
の
収
支
均
衡
を
目
指
す
」と
の

目
標
に
向
け
、財
政
構
造
の
改
善

を
進
め
ま
す
。

多
す
ぎ
る
人
件
費
の
抑
制
を

最
大
の
課
題
の
１
つ
が
他
市
に
比
べ

て
多
す
ぎ
る
人
件
費
の
抑
制
。５
年
度

の
人
件
費
は
約
３
７
４
億
円
で
、市
民

１
人
当
た
り
の
負
担
額
を
算
出
す
れ

ば
、７
万
６
８
３
２
円
に
達
し
ま
す
。こ

れ
は
４
年
度
の
類
似
都
市
平
均
の
６
万

３
５
７
１
円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

人
事
院
は
８
月
、令
和
６
年
度
の
国

家
公
務
員
の
行
政
職
の
月
給
を
２
・

76
％
、引
き
上
げ
る
よ
う
国
会
と
内
閣

に
勧
告
し
ま
し
た
。市
は
毎
年
度
、人
事

院
勧
告
に
従
っ
て
職
員
の
給
与
を
引
き

上
げ
て
お
り
、６
年
度
も
同
程
度
に
引
き

上
げ
れ
ば
、人
件
費
は
さ
ら
に
10
億
円

程
度
、膨
ら
む
見
通
し
。

本
市
の
給
与
体
系
に
つ
い
て
は
、各
方

面
か
ら「
若
手
職
員
の
給
与
が
比
較
的

少
な
く
、中
高
年
職
員
に
著
し
く
手
厚

い
」と
の
指
摘
が
出
さ
れ
て
お
り
、給
料

表
の
改
善
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。

財
政
構
造
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み

で
は
、事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
伴
う
施
策
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。市
民
に
対
し
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
る
た
め
に
も
、人
件
費
の
抑
制
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
潮
堤
の
跡
地
に
人
工
の
砂
地

今
津
浜
の
海
浜
植
物
な
ど
を
保
護

市
は
不
登
校
児
童・生
徒
の
実
態
に
配

慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を
編
成
で
き

る「
学
び
の
多
様
化
学
校
」の
設
置
に
つ
い

て
検
討
に
入
り
ま
し
た
。不
登
校
児
童
・

生
徒
が
増
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、学

校
生
活
に
な
じ
み
に
く
い
子
供
た
ち
の
た

め
に
充
実
し
た
学
び
の
機
会
を
保
障
す

る
の
が
目
的
。

学
び
の
多
様
化
学
校
は
文
部
科
学
省

が
教
育
機
会
確
保
法
に
基
づ
い
て
、令
和

５
年
３
月
、「
誰
１
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

（
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
）」を
策
定
し
て

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。全
国
に
３
０
０

校
の
設
置
を
目
指
し
て
お
り
、６
年
度
で

全
国
に
公
立
や
私
立
を
合
わ
せ
て
小
学

校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
計
35
校
が
あ
り

ま
す
。

学
校
の
年
間
標
準
授
業
時
数
は
学
習

指
導
要
領
に
よ
っ
て
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
１
０
１
５
時
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
、学
び
の
多
様

化
学
校
は
年
間
授
業
時
数
を
弾
力
的
に

運
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、年
間

７
０
０
〜
８
０
０
時
間
に
設
定
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
配
慮
か
ら
通
常
の
学
校
の
２

時
間
目
の
時
刻
か
ら
授
業
を
始
め
た
り
、

通
常
の
学
校
の
６
時
間
目
を
な
く
し
て

５
時
間
目
で
終
了
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。総
合
の
時
間

を
増
や
し
て
子
供
が
得
意
な
こ
と
や
興

味・関
心
の
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
自
分

で
計
画
を
立
て
、教
科
横
断
的・探
究
的
な

学
習
を
進
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

廃
校
し
た
学
校
施
設
等
を
活
用
し
た

「
学
校
型
」や
一
般
の
小
中
学
校
を
本
校
と

す
る「
分
教
室
型
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

西
宮
市
内
の
不
登
校
児
童・生
徒
数
は

毎
年
、増
え
て
お
り
、令
和
５
年
度
末
時
点

で
小
学
生
５
４
１
人
、中
学
生
７
８
６
人

の
計
１
３
２
７
人
。前
年
度
か
ら
89
人
増

加
し
ま
し
た
。

市
は
こ
れ
ま
で
、不
登
校
児
童・生
徒
の

た
め
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
す
な
ろ
」

の
設
置
や
、つ
な
が
り
を
重
視
し
た
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
支
援「
あ
す

な
ろ
オ
ン
ラ
イ
ン
」の
開
設
、フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
な
ど
を
推
進
。さ
ら
に
、

不
登
校
対
策
の
一
環
と
し
て
公
立
に
よ
る

学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

●窓口の受付時間を３０分間短縮
●働き方改革や人件費の削減を期待

１１月
から

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
支
援

「
あ
す
な
ろ
オ
ン
ラ
イ
ン
」

紹
介
ペ
ー
ジ

西 宮 市

■ハマエンドウ（左）とハマヒルガオ=今津浜
　（大谷洋子さん提供）

■テープで囲われたハマエンドウとハマヒルガオの保全
　エリア。後方は解体工事が始まった防潮堤＝今津浜

■人工の砂地の配置図

自然石を積み上げ

新
川
・
東
川

統
合
排
水
機
場

海

新川水門

流
入
水
路

■市役所本庁舎内に貼られた
　「17時閉庁」のポスター

東
川
水
門

人工の砂地

かんの
コラム
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令
和
５
年
度
決
算
の
普
通
会
計

38億８千万円の大幅赤字


